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・志望の動機
　以前から，漠然と海外の医療に触れてみたいと考えていて，プライマリ・ケアという診療科も自分の興味
にマッチしていたのでマレーシアのUiTMがベストだと考え，留学を決めました。マレーシアに行くのは初
めてだったので，国民性や文化，食事等にも興味がありました。
・渡航までのスケジュール
↓ ５ 年生の夏～秋頃:行き先をクラス内で仮決定（例年UiTMは ５ 名程度）
↓ ５ 年生秋頃:山城先生がUiTMの方に受け入れ確認をしてくださる
↓ ５  年生冬:学生（代表者）が具体的な日程や診療科についてUiTMの事務の方とメールで連絡
↓ ５ 年生の ２ 月:実習の日程が決まったら航空券を手配し，健康診断書，成績証明書，推薦書，　
　Application form（UiTM指定の書式），パスポートのコピー（全ページ）等を用意し，まとめて送付する。
（※こちらのメールへのレスポンスには時間を要することが多かったです。）
・渡航前の準備について
　我々は英語が得意ではなかったので，少しでも慣れるために参考書（１００ cases in Clinical Medicine）を
使用して週一回の勉強会を行いました。ある程度の効果はあったと思います。オンラインで英会話の練習を
して渡航した人も居ました。またA型肝炎ウイルスワクチンも ２ 回接種しました。念のため海外旅行保険に
も加入しました。
・移動について
　小松空港から上海を経由してクアラルンプール国際空港に向かいました。現地では，初日に空港から
Selayang Campusまでタクシー（約９,０００円/ ５ 人）を使った以外は，週末を含めて全てUiTMの学生が車で
送迎してくれました。
・持参物
　海外長期滞在のために一般に必要な物に加えて，先生（ ３ 名）や学生へのお土産，スーツ（ジャケットは
不要），白衣（ケーシーではなく），変換プラグ，カメラ，SIMフリー端末，サングラス，トイレットペーパー
などを持参しました。虫よけは現地で購入しました。寮近くにコンビニもあるのでちょっとした物なら現地
で揃えられます。
・現地での通信手段について
　プリペイドSIMを購入して持参したSIMフリー端末（スマートフォン）で使用しました。 １ ヶ月間 ３ GB，
１０分間の通話を含めて約１,２００円でした。通信方式は ３ Gだったため高速ではないですが実用レベルでした。
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開通まで少し手間が掛かりましたが，現地のセブン-イレブンで購入できることと安さが魅力です。国内か
らレンタルルーターを持って行った人もいましたが，少なくともいずれかに変わる手段がないと連絡を取り
合うのに不便を感じると思います。
・マレーシア/UiTMについて
　マレーシアの人口は約３,０００万人で，首都はクアラルンプール（約１8０万人）です。公用語はマレー語，通
貨はリンギット（ １ リンギット≒３０円）です。気候は常夏で，日本の真夏の様にとても蒸し暑いです。元々
マレーの人々はイスラム教ですが，中華系の人やインド系の人も多く，多様な分化が入り混じった社会です。
　UiTMはマレーシア国立大学で，イスラム教のマレー人しか入学できません。医学部はまだ設立後十数年
ですが，マレーシア一の大学だそうです。医学教育は全て英語で行われるので，先生方はもちろん，学生も
英 語 には 長 けています。私 達 が 出 入 りしたUiTMのキャンパスは 二 つで，Selayang CampusとSg Buloh 
Campusです。Selayang Campusには学生寮があり，現地の学生と同じ建物で生活します。
・費用について
　航空券代は円で支払いましたが，
右表の他のものはリンギットで精算
する必要があります。私は現地の
ATMで日本の口座から現地通貨を
引き出せたので，前もって多額のリ
ンギットを 用 意 する 必 要 はないと
思っていたのですが，日常生活
エリア内にVISA+対応のATMが無
かったので，観 光 に 連 れ 出 しても
らった時などにATMを見つけて必
要に応じて引き出しました。
　また，とやま 総 合 診 療 イノベー
ションセンターから約4０,０００円の補
助金を頂くことができました。
・現地での生活について
　私達は現地の学生と同じ寮で生活しました。割り当てられた
部屋はファミリー用で，共有スペースにはキッチン（食器あ
り），冷蔵庫，IHクッキングヒーター，電子レンジ，テーブル，
テレビ等があります。個室にはベッド，机，エアコン，バスルー
ム，クローゼットがついています。部屋のエアコンはスポット
エアコンだったのでとてもうるさく感じましたが，毎日クタク
タに疲れていたので眠れないことはありませんでした。 ３ 室で
１ つの共有スペースを使用する構造ですので， ２ 人と ３ 人に分
かれました。バスルームのシャワーは， ３ 部屋に １ 部屋しかお
湯が出ないものでした。他の部屋は水ですが，いつも非常に暑
いのでシャワーが水でも大きな問題はありませんでした。寮の
別のフロアにはコインランドリーがあるので洗濯も可能でし
た。マレーシアのトイレには基本的に紙がありませんので，何
か方法を考えていた方が良いと思います。また，寮の建物の １
階には売店があり，道の向かいにはセブン-イレブンがありま
したので，ちょっとしたものならここで揃えることができます。
　マレーシアでの生活中は，英語ができれば特に問題はありま
せん。基本的にほとんど全て現地の学生が世話をしてくれるか
各自の部屋の様子
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らです。実習はもちろん，観光や，食事にも
必ず誰かしら付いて来てくれました。全ての
日の昼食，夕食に連れて行ってくれたので，
現地の人しか行かないような場所にも行くこ
とができました。普段の食事は，ナシゴレン
やミー（麺の一種）等のマレー料理が中心で
す。私は辛いものも好きだったので安く美味
しく食べられましたが，辛さが苦手な人は食
べられるマレー料理は限られます。あと日本
と違うのは水道水を飲むことは控えた方が良
いということと，特筆すべき点は飲料の甘さ
です。食事に行くと大抵は飲み物も一緒に注
文 しますが，信 じられないほど 甘 かったで
す。私は甘党ですが，甘さに耐え切れず２,３
日でペットボトルの飲料水を持ち運ぶように
しました。糖尿病が多いのも納得です。
　初日，マレーシアに到着したのは土曜日の朝でしたが，少し休んですぐに現地の学生達が観光に連れ出し
てくれました。週末はもちろん全て，平日でも頻回に色々な所に連れ出してくれて，とても楽しく過ごすこ
とができました。クアラルンプール中心部の他に，BROGA Hillに日の出を見にハイキングに行ったり，ヒ
ンドゥー教 のメッカであるBatu caveに 連 れて 行ってもらったり，国 立 モスク，ブルーモスク，ホタルツ
アー，Lumutという港町やナイトマーケットにも何度か連れて行ってもらいました。ナイトマーケットでは
果物やご飯，おもちゃの様なものまであらゆるものが安く手に入ります。私はマンゴーが大好きなので，ナ
イトマーケットでまとめて買って毎日 １ 個食べていました（１０個３００円程度で買えます）。
・実習について
　現地の学生の実習に混ぜてもらう形で参加させて頂きました。UiTMの医学科の学生は一学年２4０人で，
4０人ずつ 6 クラスに分かれて各科を 8 週間ずつ回っています。私達はプライマリ・ケアポスティングで実習
中の学生達にお世話になりました。また基本的にこのクラスの人がご飯や観光等のあらゆる面倒を見てくれ
ました。プライマリ・ケアの先生とメールで連絡は取りましたが，実際に面倒を見てくれるのはほとんど全
て学生でした。本当にありがたかったです。
　我々 ５ 名には，Buddyというパートナーに当たる学生がそれぞれ一人ずつ付いてくれて，基本的にはその
学生のスケジュールに合わせて実習に参加する形で進みました。下表は最も忙しかった週のスケジュールで
す。
　実 習 では，4０人 がさらに１３-１4人 の ３ グループに 分 かれて 各 クリニックを 回ったりグループディスカッ
ションを行ったりします。我々のBuddyもいずれかのグループに属していますので，そのグループの実習に
参加させてもらいました。　普段の実習（プライマリ・ケア）では基本的に 8 ：００～ ９ ：００開始ですが，車
で移動しなければならない場合もあるので，その場合には早く出なければなりません。具体的には， Sg 
Buloh clinicやSg Buloh Hospital（毎水曜の朝にCPCがある）は移動に３０分程度かかります。
　また，彼らはお昼にも礼拝をする必要があるので昼休憩は ２ 時間程ある場合が多いです。基本的に午後に
はクリニックの実習はないので，グループディスカッションやレクチャーがなければフリーということもあ
BrogaHillへのハイキング
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りました。グループディスカッションとは，１３
人の学生グループと先生一人が参加するもの
で，各症候をテーマに学生が症例を持ち寄り，
先生が指導しながら議論するというものでし
た。 扱 っ た テ ー マ は「Dizziness」，「Red 
eye」，「Tired all the time」，「Ear symptoms」
等です。先生によっては，患者役の先生に学生
が問診する形のロールプレイで行われました。
クリニックでは，先生の診察を見学させて頂い
たり，検査室の手伝い等を行いました。マレー
語や中国語を話される患者さんの内容は，一緒
にいる学生が教えてくれたり，先生が説明して
下さいました。日本ではどうかと聞かれること
も多く，様々な知識の復習にもなりました。
さっと何かを調べられる物があると便利でし
た。レクチャーにはクラス全員と先生が参加し，学生 4 人のグループが他の学生にスライドで講義を行う形
で進みました。所々で先生が質問やコメントをくれます。ここでも日本との違いを聞かれることがありまし
た。
　Teluk intan Hospital は感染症科で回る病院ですが，現地の学生の尽力により，他ポスティングである感
染症科の実習にも参加させて頂くことができました。感染症科の実習に私は ３ 日間参加しました。内 １ 日は
５ 人全員参加の日帰り， ２ 日は希望者 ３ 人がTeluk intan の宿舎に １ 泊しての参加となりました。寮のある
Selayang Campusから 車 で ２ 時 間 ほどかかりますが，チャンスがあれば 是 非 行 くことをお 勧 めします。
Dr.Yazliという 感 染 症 のスペシャリストの 先 生 が 非 常 に 良 くしてくださり，デング 熱（マレーシアでは
Common disease）や結核（同じくCommon），マラリア等の感染症について実際の症例も交えながら直に
学ぶことができました。Dr.Yazliと同じファミリールームをシェアさせて頂いたので宿泊も快適で，少し観
光にも連れて行ってもらった上，美味しい料理までご馳走してくださり，何から何まで最高でした。
・最後に
　 ３ 週間という限られた期間でしたが，当初の目的である異国の医療に触れるということは達成できたと思
います。マレーシアでの実習や生活では新しいことの連続なので，他国の医学生や異文化に様々な刺激を受
けて毎日とても楽しかったです。この ３ 週間はあまりにも非日常過ぎて，思い返すと長い夢の中にいたよう
な感覚さえもあります。
　日本の医療もまだ一部しか知りませんが，客観的に省みる機会にもなったと思います。熱帯地域特有の感
染症や，国民病とも言えるほどの糖尿病の多さにも触れることができ，現状を思い知らされました。また診
察では非常に問診を重視している印象を受けました。日本とは異なり，マレーシアは現状ではあまり裕福な
国ではないので，CTやMRI等は余程のことがないとオーダーしないようです。　
　それから，現地の学生達には感謝してもしきれないくらいお世話になりました。UiTMでの実習も生活も，
彼らなしにはあり得ませんでした。生活の殆どを彼らに頼ってしまっていたので申し訳ない気持ちもありま
したが，最初から最後までお世話になりっぱなしでした。実習の後半ではお礼の意味も込めて日本食パー
ティーを催して手巻き寿司やお好み焼き，ぜんざいを体験してもらいました。約３０人参加してくれて大変盛
り上がりました。日本から買って行った花札も人気でした。何か相談するとすぐに解決のために力になって
くれましたし，皆非常に人情に厚く優しかったです。将来何かの機会に恩を返したいと思います。
　海外での実習に少しでも興味があれば，是非行くことをお勧めします。不慣れな環境なので疲れる面はあ
りますが，それよりも得るものの方がずっと大きいです。
　最後になりましたが，このような素晴らしい機会を与えてくださった総合診療部の山城教授をはじめ，
UiTMのDr. Hashidah（プライマリ・ケア），Dr. Punithavathy （プライマリ・ケア），Dr. Yazli（感染症科）， 
Dr. Masri（小児科），Mr.Farizul（事務），学生のみなさんには深く感謝します。ありがとうございました。
Dr.YazliとLumutにて
